
こころのひろば
「共に，生きる。」 ［滝川クリステル］

特集
「ローテーションＴＴ道徳授業」のすすめ［坂井親治］

見てわかる！ 道徳
「友情，信頼」
「よりよい学校生活，集団生活の充実」
［越智 貢，奥田太郎，上村 崇］

実践事例
心を揺さぶる教材との出会い
～教材「いのりの手」の実践を通して～

［市倉 尚］

仲間と考え，議論することで
深まる道徳授業の実践

［沖山篤史］

こんなとき，どうする？
道徳と国語はどこが違うの？

［尾高正浩，澤田清人，椋木香子］

地球の仲間からのメッセージ
動物園の使命  ［長瀬健二郎］

小 学 校

中 学 校

No.18

／秀学社

テーマ
「学校ぐるみで道徳を」

日文教育資料［ 道徳 ］

本資料は，「教科書発行者行動規範」に
則り，配布を許可されているものです。



目標を達成するために，どのように信念を貫けばい
いのか。前号に引き続き，滝川クリステルさんにその
方法を教えていただきました。

子どもたちの反応ですね。実は私に会いたがる子ど
もたちが多くて。小中学校，高校生の子たちの「講演
に来てください。」という話とは別に，個人的に。た
とえば友人の子どもたちが私の活動を知って，一人で
募金活動をしたり，何かを作ってそれをお金にして，
「これを猫ちゃん，犬ちゃんに使ってください。」と
私のところに持ってきたり。そういう子どもがたくさ
んいるのは素直にうれしいですよね。

敏感ですね。今まで現実を知らなかっただけで，知っ
たときの彼らの行動力はすごいですね。大人のような
「どうしよう。」がないんですよ。素直に感情のまま
に，「これ以上殺しちゃいけない。」っていうシンプル
な答えが彼らの中にあるので。そこに私はすごく希望
を持っています。一方，伝えて知ってもらうことで，
こんなに純粋に動く子たちがいるわけだから，やっぱ
り「知らせないこと」はひとつ道を塞いでいるんだな
と思います。

本当にそう思います。大人は「わかっていても動け
ない」という人がほとんどだと思うので。

大人は「何をしていいかわからない。」というのが
一番多いですね。パソコンやテレビで情報が得られる
時代に，何もできないなんて言い訳をしているように
見えちゃう。
大人に必要なもの。それは勇気かもしれませんね。
私も最初はいろいろあったんですけど，最後は自分
は何をしたいかですよ。純粋に「動物たちを助けた
い。」と思ったから動いたんですね。
けっして動物が大好きだとか感情的なものではなく
て，このままじゃ教育的にもよくないんじゃないかと
かも思いましたし。

逆に，そういう感情だけだったらちょっと難しいと
思うんですよね。感情的になってしまうことが多い問
題ですから。声を出せない生き物を助けるために人間
が声を出さないといけないという思いが強すぎると，
敬遠されてしまったり，ヒステリックになってしまっ
たりするので，そこは感情をコントロールして冷静に
ならないといけないと思うんです。むしろ中立の人が
こういう問題をやることが大事で，冷静に対処するこ
とも必要ですし，自分もなるべくそういうふうに立ち
振る舞いたいと心がけています。

信念ですか……。いかにぶれないかが本当に大事
で，それはすごく難しいことだと思うんですね。
あと，しつこくあること（笑）。「しつこい」ってす
ごく嫌な言葉に聞こえますけど，私はこの活動をしつ
こくやっているんですよ。「続けている。」って言えば
いいんですけど，「しつこく」って言ったほうがイン
パクトありますよね。とにかく10年もこの課題をやっ
ていますから，しつこいですよ，やっぱり。（笑）

やっていますね。形は変わりましたけど，訴え続け
ています。やっと今，いろんな方が動いてくださるよ
うになってきました。10年前はそんなこと皆無でし
た。そういう意味ではすごく変わってきたなあって思

います。
子どもたちにはしつこさが悪いこととは思わせたく
ないなと。性格という問題じゃなくて，物事や行動に
対してしつこくあれ，という気持ちですね。

アーティストや職人の皆さんはしつこいですよね。
しつこく追求する。しつこさがあって信念を貫いて
らっしゃるから，悪い言葉ではないんじゃないかなと
思って。

私たちが目指すところに近づけてはいますが，自分
の仕事と二足のわらじでやっているので……。
思うようなスピートで動かすまではいけてないんで
すけど，人々に伝わっていることは実感しています。
そこは財団を立ち上げてよかったなあと。いろんな方
に「こういう財団を立ち上げている。こういう問題が
あるんだ。」と理解してもらって，解決していこうと
いう流れにつながっていったらいいなと思っていま
す。

こ こ ろ の ひ ろ ば

「共に，
 生きる。」

滝川クリステル

フリーアナウンサー，
「クリステル・ヴィ・アンサンブル」
代表理事

1977年　フランス生まれ。
青山学院大学文学部卒業。
2002～2009年　フジテレビ『ニュース JAPAN』
のメインキャスターを経てフリーに。
WWF（世界自然保護基金）ジャパン顧問，世界の
医療団 親善大使を務める。
2013年　フランス芸術文化勲章シュヴァリエを受
章。
東京2020オリンピック・パラリンピック招致活動
に貢献。
2014年　アニマルウェルフェアに則った犬猫の殺
処分ゼロを目的に「一般財団法人クリステル・ヴィ・
アンサンブル」を設立し，殺処分される犬や猫を
減らす活動に力を入れている。

プロフィール

【一般財団法人クリステル・ヴィ・アンサンブル】
http://www.christelfoundation.org/

＜後 編＞

―「クリステル・ヴィ・アンサンブル」の活動中に
印象に残ったエピソードはありますか？

―「わかっていても動けない」大人にはどういうこ
とが必要だと思いますか？

―自分の信念をしっかり貫いていくということに
ついても，小・中学生にメッセージをお願いし
ます。

―「しつこい」って悪い言葉みたいですけど，そう
じゃないんですね。

― 最初に2020年を目標に認知度を広げたいとおっ
しゃいましたけど，今はどんな感じですか？

― そうなんですね。今後のご活躍をお祈りしてい
ます。本日はありがとうございました。

―「小さいころから犬とか猫とかが好きだった」か
らかと思っていましたが，そういうものとは違
う思いで活動されているんですね？

― 子どものほうが大人よりも敏感ですか？

― 子どもを見習わないといけないですね。

―10年もされているんですか？
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３つの体制を比較検証すると，どれも従来の担任単
独授業よりもはるかに効果的であった。

どの授業もティーム・ティーチング（ＴＴ）で実施
するため，授業を通じて中心発問をはじめ，展開につ
いての相互の研修が行え，確実にねらいに沿った授業
が実施できた。

３つの複数体制の授業を実施した結果，前述のとお
り，ローテーションＴＴ型が，最も効果的で生徒や教
師にも好評な体制であった。

この結果を踏まえ，ローテーションＴＴ道徳授業を
継続して実施した。

ローテーションＴＴ道徳授業の実施は，学年の教師
全員が道徳の授業に参加するため，時間割編成が重要
となる。その実施方法には，各学級の道徳授業時間を
ずらす方法と学年で統一した時間に行う方法とがあ
る。ずらした場合は，多くの教員が１クラスに参加で
きる。統一した場合は，学級数分の週でＴ１が入れ替
わる。また，より多くの意見を交流することを視野に
入れ，学年全体での道徳授業も実施した。

道徳の教科化を目前にして，中学校で道徳の授業は
「何」をどのように意識して行えばよいか。

学習指導要領改訂によって求められている「考え，
議論する道徳」「アクティブ・ラーニング」「評価」等
への取り組みを，担任だけに任せるには限界がある。
また，昨今指摘されている「学校の多忙化」の中で，
新しい取り組みの研究の時間を捻出するのは，多くの
教員の過重負担となる。

そこで，中学校における道徳授業実施上の課題を明
らかにし，解決方法を模索した中から効果的であった
実践を紹介する。

まず，道徳の授業について，教師の実態の把握をア
ンケート形式で行うと，以下のような結果となった。

そこで，道徳の授業の課題を解決するために，次の
３点を研究の重点目標に掲げた。

そして，重点目標を具現化するために，以下の３点
の内容を教職員が共通理解した上で，実施することに
した。

複数教員による道徳の授業には，次の３つの体制が
考えられる。それぞれを実施して，生徒や教師の意見
を聞き，メリットとデメリットを検証し，効果的な体
制を継続して実施することにした。

①学級担任ＴＴ型
学級担任がＴ１，副担任がＴ２となる。従来の担

任が授業をしているところにＴ２の教員が加わる。
②専任ＴＴ型

道徳専任教師がＴ１となり，学級担任がＴ２とな
る。学級担任がＴ１となることもある。

③ローテーションＴＴ型
学年の教員全員がローテーションでＴ１となる。

学年団の教員を中心に，複数教員がローテーション
で組織的に道徳の授業を実施する。

愛媛県道徳委員会顧問 西条市立河北中学校 前校長 坂井親治

特集

1. 中学校での道徳授業の課題

中学校の特性上の道徳に関する課題
( 勤務校道徳プロジェクト分析による )

○「生徒指導・部活動・進路指導」といった，目
に見えて必要性があると感じることを優先す
る。

○道徳教育を充実させることによって効果が得ら
れるという認識はあまり見られない。

○校長・教員自身が道徳の授業をあまり受けてい
ない。また，授業を十分実施してきていない。

○道徳の授業を行う意識が低い。
○道徳の授業の仕方がわからない。
○生徒も道徳はつまらないと思っている。
○担任が関わる授業が限られているため，道徳授

業を諸活動の準備の時間などに振り替える。

教師が道徳の授業を躊躇する理由
○授業方法が分からない。　　○自信がない。
○道徳の授業を教師自身が楽しいと感じない。
○準備に時間がかかる。
○指導効果を実感しない。
○話し合いがうまくいかない。
○他にすることがたくさんある。
○授業をしなくても道徳性は育つ。

検証結果
①学級担任ＴＴ型

学級担任が，道徳の授業を得意とする学級と
そうでない学級との温度差が課題となる。複数
教員の実施であるため，授業数の確保はできる
が，Ｔ２で入った教員との授業参画の温度差が
見られ，教員の指導力の向上や負担感の軽減に
ならなかった。

②専任ＴＴ型
専任を担当する教師が，指導力があり，道徳

の授業が得意な教師がいる学年とそうでない学
年との温度差が課題となる。授業数の確保はで
きるが，学級担任が専任教師に頼ってしまい，
相互の授業力を高めるには不十分であった。

③ローテーションＴＴ型
生徒にも教師にも最も好評な複数体制だっ

た。教師は，一度の教材研究で複数回の授業を
実施するため，授業準備にゆとりが生まれ，教
材研究を深められる。前回の授業の反省を生か
して他の学級で授業の再構築ができ，結果的に
指導力が高まった。

また，持ち味の異なる教員同士が授業を共に
し，省察する機会が得られた。

そして，教師の不公平感もなく，実施できた。

①教師の授業力の向上
②道徳の授業時数の確保
③生徒が心待ちにする道徳の授業の実施

①複数教員による道徳の授業の実施
②道徳プロジェクトチームの設定
③生徒の道徳係の設置
※時間割編成の際，学校行事，諸活動など必要時

数は，教務主任が操作し，各学年で実施時間等
の偏りがないように留意する。

2. 複数教員による道徳の授業の実施

（1）複数教員の指導体制

3. ローテーションＴＴ道徳授業のすすめ

（2）３つの体制のメリットとデメリット

教員の
道徳の時間の時間割

学校全体で組織的に取り組む中学校における道徳科授業

～担任の負担軽減とよりよい道徳科授業構築のために～
「ローテーションＴＴ道徳授業」のすすめ

１・２年:学級担任ＴＴ型，
         ローテーションＴＴ型

３年:学級担任ＴＴ型，
　　専任ＴＴ型
　　ローテーションＴＴ型

…道徳プロジェクト
（火曜日 ４校時）

（1）ローテーション TＴ道徳授業の実際

ローテーションＴＴ道徳授業

教　 員　 A

教　 員　 B

教　 員　 C

教　 員　 D

教　 員　 E

教　 員　 F

教　 員　 G

教　 員　 H

教　 員　 I

教　 員　 J

教　 員　 K

教　 員　 L

教　 員　 M

教　 員　 N

教　 員　 O
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３つの体制を比較検証すると，どれも従来の担任単
独授業よりもはるかに効果的であった。

どの授業もティーム・ティーチング（ＴＴ）で実施
するため，授業を通じて中心発問をはじめ，展開につ
いての相互の研修が行え，確実にねらいに沿った授業
が実施できた。

３つの複数体制の授業を実施した結果，前述のとお
り，ローテーションＴＴ型が，最も効果的で生徒や教
師にも好評な体制であった。

この結果を踏まえ，ローテーションＴＴ道徳授業を
継続して実施した。

ローテーションＴＴ道徳授業の実施は，学年の教師
全員が道徳の授業に参加するため，時間割編成が重要
となる。その実施方法には，各学級の道徳授業時間を
ずらす方法と学年で統一した時間に行う方法とがあ
る。ずらした場合は，多くの教員が１クラスに参加で
きる。統一した場合は，学級数分の週でＴ１が入れ替
わる。また，より多くの意見を交流することを視野に
入れ，学年全体での道徳授業も実施した。

道徳の教科化を目前にして，中学校で道徳の授業は
「何」をどのように意識して行えばよいか。

学習指導要領改訂によって求められている「考え，
議論する道徳」「アクティブ・ラーニング」「評価」等
への取り組みを，担任だけに任せるには限界がある。
また，昨今指摘されている「学校の多忙化」の中で，
新しい取り組みの研究の時間を捻出するのは，多くの
教員の過重負担となる。

そこで，中学校における道徳授業実施上の課題を明
らかにし，解決方法を模索した中から効果的であった
実践を紹介する。

まず，道徳の授業について，教師の実態の把握をア
ンケート形式で行うと，以下のような結果となった。

そこで，道徳の授業の課題を解決するために，次の
３点を研究の重点目標に掲げた。

そして，重点目標を具現化するために，以下の３点
の内容を教職員が共通理解した上で，実施することに
した。

複数教員による道徳の授業には，次の３つの体制が
考えられる。それぞれを実施して，生徒や教師の意見
を聞き，メリットとデメリットを検証し，効果的な体
制を継続して実施することにした。

①学級担任ＴＴ型
学級担任がＴ１，副担任がＴ２となる。従来の担

任が授業をしているところにＴ２の教員が加わる。
②専任ＴＴ型

道徳専任教師がＴ１となり，学級担任がＴ２とな
る。学級担任がＴ１となることもある。

③ローテーションＴＴ型
学年の教員全員がローテーションでＴ１となる。

学年団の教員を中心に，複数教員がローテーション
で組織的に道徳の授業を実施する。

愛媛県道徳委員会顧問 西条市立河北中学校 前校長 坂井親治

特集

1. 中学校での道徳授業の課題

中学校の特性上の道徳に関する課題
( 勤務校道徳プロジェクト分析による )

○「生徒指導・部活動・進路指導」といった，目
に見えて必要性があると感じることを優先す
る。

○道徳教育を充実させることによって効果が得ら
れるという認識はあまり見られない。

○校長・教員自身が道徳の授業をあまり受けてい
ない。また，授業を十分実施してきていない。

○道徳の授業を行う意識が低い。
○道徳の授業の仕方がわからない。
○生徒も道徳はつまらないと思っている。
○担任が関わる授業が限られているため，道徳授

業を諸活動の準備の時間などに振り替える。

教師が道徳の授業を躊躇する理由
○授業方法が分からない。　　○自信がない。
○道徳の授業を教師自身が楽しいと感じない。
○準備に時間がかかる。
○指導効果を実感しない。
○話し合いがうまくいかない。
○他にすることがたくさんある。
○授業をしなくても道徳性は育つ。

検証結果
①学級担任ＴＴ型

学級担任が，道徳の授業を得意とする学級と
そうでない学級との温度差が課題となる。複数
教員の実施であるため，授業数の確保はできる
が，Ｔ２で入った教員との授業参画の温度差が
見られ，教員の指導力の向上や負担感の軽減に
ならなかった。

②専任ＴＴ型
専任を担当する教師が，指導力があり，道徳

の授業が得意な教師がいる学年とそうでない学
年との温度差が課題となる。授業数の確保はで
きるが，学級担任が専任教師に頼ってしまい，
相互の授業力を高めるには不十分であった。

③ローテーションＴＴ型
生徒にも教師にも最も好評な複数体制だっ

た。教師は，一度の教材研究で複数回の授業を
実施するため，授業準備にゆとりが生まれ，教
材研究を深められる。前回の授業の反省を生か
して他の学級で授業の再構築ができ，結果的に
指導力が高まった。

また，持ち味の異なる教員同士が授業を共に
し，省察する機会が得られた。

そして，教師の不公平感もなく，実施できた。

①教師の授業力の向上
②道徳の授業時数の確保
③生徒が心待ちにする道徳の授業の実施

①複数教員による道徳の授業の実施
②道徳プロジェクトチームの設定
③生徒の道徳係の設置
※時間割編成の際，学校行事，諸活動など必要時

数は，教務主任が操作し，各学年で実施時間等
の偏りがないように留意する。

2. 複数教員による道徳の授業の実施

（1）複数教員の指導体制

3. ローテーションＴＴ道徳授業のすすめ

（2）３つの体制のメリットとデメリット

教員の
道徳の時間の時間割

学校全体で組織的に取り組む中学校における道徳科授業

～担任の負担軽減とよりよい道徳科授業構築のために～
「ローテーションＴＴ道徳授業」のすすめ

１・２年:学級担任ＴＴ型，
         ローテーションＴＴ型

３年:学級担任ＴＴ型，
　　専任ＴＴ型
　　ローテーションＴＴ型

…道徳プロジェクト
（火曜日 ４校時）

（1）ローテーション TＴ道徳授業の実際

ローテーションＴＴ道徳授業

教　 員　 A

教　 員　 B

教　 員　 C

教　 員　 D

教　 員　 E

教　 員　 F

教　 員　 G

教　 員　 H

教　 員　 I

教　 員　 J

教　 員　 K

教　 員　 L

教　 員　 M

教　 員　 N

教　 員　 O

教　 員　 P

教　 員　 Q

教　 員　 R

教　 員　 S

教　 員　 T

教　 員　 U
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特 集

特に，授業展開について課題となったのが，話し合
い活動の活性化である。「『考え，議論する道徳』実現
のために，生徒一人ひとりが『多くの価値に出合う』
話し合い活動をいかに活性化するか。」この事項をプ
ロジェクトチームがシンクタンクとなり，提案や研修
を行うなど，授業改善のために不可欠な組織となっ
た。

また，教員研修が効果的に行われるための，企画研
修の提案を行った。

ローテーションＴＴ道徳授業では，全教員が道徳の
時間に関わっているため，研修に深まりが見られる。
指導案を基に，全員が生徒の学びのよかったところや
改善点などを協議し，よりよい授業の構築に向けて主
体的に学べる機会となった。

道徳の授業を教師と生徒が共に創る方策として，道
徳の時間の世話をする「道徳係」の生徒を決めた。こ
れにより，生徒にも道徳の時間の大切さを意識付ける
ことができる。

ローテーションＴＴ道徳授業を実施することによ
り，確実に道徳の授業を推進できた。この方法は，年
度当初の指導計画や時間割を綿密に確認することがポ
イントである。また，経験豊かな教員から若手教員へ
道徳の指導力を継承し，共に新たな指導法の研鑽を積
むことも重要である。しかし，ベテラン教員の中にも
道徳の授業をあまり実施してきていない教員はいる。
今まで道徳の授業に躊躇していた状況も理解しながら
推進していくこと，教師が「同僚」として共に学び合
える環境を創ることが大切である。その効用として，
道徳の授業が上手になると教科指導も上手になる。

最後に，校長のリーダーシップがローテーションＴ
Ｔ道徳授業の実施に必要不可欠である。ローテーショ
ンＴＴ道徳授業を提案しても，学校運営の中心的なメ
ンバーは担任以外であり，授業を忌避する傾向が強
い。前述のとおり，担任だけに任せての道徳科実施は
困難である。

つまり，校長を中心に一体となった全校体制の道徳
教育推進が必要なのである。

このようにローテーションＴＴ道徳授業を実施して
みると，授業を多面的に見ることができ，担任だけの
授業では気付かなかった授業の改善点や，生徒のよさ
にも目を向けられた。それが評価にもつながると考え
られる。

また，Ｔ２の役割には「教材の範読」「板書」「話し合
い活動の補佐」「役割演技の参画」「時に発問」「Ｔ１
の補佐やアドバイス」「生徒の観察」「Ｔ１との評価な
どの実施」などがあり，Ｔ２の参画により，多彩な授
業展開が広がる。

そして，以下のような変容につながった。

全校一体となって道徳教育を確実に推進するために
は，要となるシンクタンク的な組織の構築が重要であ
る。そこで実働的な組織として「道徳プロジェクトチー
ム」を設置した。

これは，校長の方針の下，道徳教育推進教師が中心
となり，各学年の道徳担当教師等が，道徳の授業のＰ
ＤＣＡを行うものである。この会は，週１回時間割（例：
火曜日の４校時）の中に位置付ける。特に，年間指導
計画の授業実施の進捗状況の確認を行う。そして，充
実した授業実施・円滑な推進を図るため，教師が困っ
ていることなどをボトムアップで吸い上げ，課題克服
のための方策を考える。つまり，課題の具体的対応策
を検討，提案，検証していくための，生きた躍動的な
組織なのである。

生徒の感想
○毎回，道徳の授業がわくわくした気持ちで授業

に取り組むことができる。
○一人の先生だとその先生だけの見方・考え方が

伝わってしまうが，たくさんの先生だといろい
ろな考え方から学べる。

○その先生だからこそできる道徳の内容もあるの
で，いろいろなお話をきっかけに，自分の考え
方の幅が広がる。

○いろいろな先生の考え方がわかる。飽きない。
○いろいろな先生がしてくれるので，楽しい。わ

かりやすい。
○たくさんの先生の授業から，自分の考え方も変

わり，考える力が身につく。
○先生によって授業の仕方が違い，飽きない。
○先生みんなに，自分たちのクラスのことを知っ

てもらえるのでとてもよい。
○先生によって教材の読み方や教材の使い方が違

うのがよい。

教師の感想
○各教員の担当時間がはっきり割り振られるの

で，責任をもって確実に実施され，他の内容に
振り替えられることがない。

○自分が中心になって準備する回数が減り，負担
感が減少する。そして１回の準備に，余裕をもっ
て時間をかけられる。

○複数回授業を行えるので，修正を加えて改善し
ながら２回目以降を実施できる。

○生徒の意見を上手にくみ取れないときに，もう
一人の教員のサポートを得られるので心強い。

○他の教員の授業を見て勉強できる。
○複数の目で評価が行えるので，客観性が出る。
○各自の得意分野を生かした授業ができる。
○他の先生に見られるのは最初はプレッシャーだ

が，慣れると気にならなくなり生徒のためになる。

効果
○教師自身，授業の仕方がわかってくる。
○日常的に研修ができる。（中心発問の検討など）
○授業準備にゆとりが生まれる。
○同一教材で複数回授業が行えるため，教師の授

業力が高まる。
〇教師同士の研修が日常的に行われることで，教

師の「同僚性」が生まれる。
○生徒理解が多面的に行え，生徒の行動の背景や

価値観を学年の教員全員が把握できる。
○評価を複数教員で行うことができ，生徒のよさ

を把握できる。

プロジェクトチームの役割
○道徳授業のＰＤＣＡの実施，進捗状況の確認
○授業で困っていることの解決策を提案
○話し合い活動の活性化の方策の提案
○教員研修の実施（日常研修・企画研修の検討・

提案）
○部活道徳の実施（部活動ごとに道徳的価値を決

め，実践を行い，価値について考える。） 
○ 家庭への道徳教育の啓発 

道徳係の仕事
○教室に掲示している道徳年間指導計画に基づ

き，連絡黒板に道徳の題材を記入する。
○実施した授業日を年間指導計画に記入する。
○教材，「私たちの道徳」，道徳ノートなどの配布

や回収をする。

成果
○確実に授業実施ができる。
○「道徳の授業は確実に行うもの」という教師の

意識変革ができる。
○授業の方法がわかる。
○楽しく学びがいのある授業となる。
○生徒にとっては，道徳の授業が教科と同じに行

われることが当然となり，「学びがいがある時
間」になる。

○生徒指導の効果が見られた。
○学ぶ意欲の向上につながった。
○部活動が充実した。
○人権意識も高まった。（いじめ防止など）

（2）ローテーションＴＴ道徳授業の効果 6. ローテーションＴＴ道徳授業の成果

5. 生徒の道徳係の設置

4. 道徳プロジェクトチームの設定

ローテーションＴＴ道徳授業

話し合い

研究協議

プロジェクトチーム
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特 集

特に，授業展開について課題となったのが，話し合
い活動の活性化である。「『考え，議論する道徳』実現
のために，生徒一人ひとりが『多くの価値に出合う』
話し合い活動をいかに活性化するか。」この事項をプ
ロジェクトチームがシンクタンクとなり，提案や研修
を行うなど，授業改善のために不可欠な組織となっ
た。

また，教員研修が効果的に行われるための，企画研
修の提案を行った。

ローテーションＴＴ道徳授業では，全教員が道徳の
時間に関わっているため，研修に深まりが見られる。
指導案を基に，全員が生徒の学びのよかったところや
改善点などを協議し，よりよい授業の構築に向けて主
体的に学べる機会となった。

道徳の授業を教師と生徒が共に創る方策として，道
徳の時間の世話をする「道徳係」の生徒を決めた。こ
れにより，生徒にも道徳の時間の大切さを意識付ける
ことができる。

ローテーションＴＴ道徳授業を実施することによ
り，確実に道徳の授業を推進できた。この方法は，年
度当初の指導計画や時間割を綿密に確認することがポ
イントである。また，経験豊かな教員から若手教員へ
道徳の指導力を継承し，共に新たな指導法の研鑽を積
むことも重要である。しかし，ベテラン教員の中にも
道徳の授業をあまり実施してきていない教員はいる。
今まで道徳の授業に躊躇していた状況も理解しながら
推進していくこと，教師が「同僚」として共に学び合
える環境を創ることが大切である。その効用として，
道徳の授業が上手になると教科指導も上手になる。

最後に，校長のリーダーシップがローテーションＴ
Ｔ道徳授業の実施に必要不可欠である。ローテーショ
ンＴＴ道徳授業を提案しても，学校運営の中心的なメ
ンバーは担任以外であり，授業を忌避する傾向が強
い。前述のとおり，担任だけに任せての道徳科実施は
困難である。

つまり，校長を中心に一体となった全校体制の道徳
教育推進が必要なのである。

このようにローテーションＴＴ道徳授業を実施して
みると，授業を多面的に見ることができ，担任だけの
授業では気付かなかった授業の改善点や，生徒のよさ
にも目を向けられた。それが評価にもつながると考え
られる。

また，Ｔ２の役割には「教材の範読」「板書」「話し合
い活動の補佐」「役割演技の参画」「時に発問」「Ｔ１
の補佐やアドバイス」「生徒の観察」「Ｔ１との評価な
どの実施」などがあり，Ｔ２の参画により，多彩な授
業展開が広がる。

そして，以下のような変容につながった。

全校一体となって道徳教育を確実に推進するために
は，要となるシンクタンク的な組織の構築が重要であ
る。そこで実働的な組織として「道徳プロジェクトチー
ム」を設置した。

これは，校長の方針の下，道徳教育推進教師が中心
となり，各学年の道徳担当教師等が，道徳の授業のＰ
ＤＣＡを行うものである。この会は，週１回時間割（例：
火曜日の４校時）の中に位置付ける。特に，年間指導
計画の授業実施の進捗状況の確認を行う。そして，充
実した授業実施・円滑な推進を図るため，教師が困っ
ていることなどをボトムアップで吸い上げ，課題克服
のための方策を考える。つまり，課題の具体的対応策
を検討，提案，検証していくための，生きた躍動的な
組織なのである。

生徒の感想
○毎回，道徳の授業がわくわくした気持ちで授業
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（2）ローテーションＴＴ道徳授業の効果 6. ローテーションＴＴ道徳授業の成果

5. 生徒の道徳係の設置

4. 道徳プロジェクトチームの設定

ローテーションＴＴ道徳授業

話し合い

研究協議

プロジェクトチーム
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誠実さは，善悪・正邪の適切な判断を
支える道徳的価値と深く関わる

深い信頼関係は，信頼と信頼に応える
誠実さに支えられる

友情は親愛の情から育まれる

よき友情は信頼に支えられる

友人

人は，自分一人では解決できそうにない問題を抱え
ているとき，誰に相談するのでしょうか。一番身近な
家族かもしれません。しかし，親や兄弟に相談しづら
いこともあります。そのときまず相談にのってほしい
と願う相手は，たいていは友人です。
友人という存在はとても不思議です。他人なのに，
家族と同じように，あるいは家族以上に身近な間柄に
なれます。中には，誰にも話せない秘密の悩みでも，
友人になら打ち明けることができる人もいるでしょ
う。親友という言葉はそのような友人を指すのかもし
れません。そして，そうした親友はいつもその人の心
の支えになりうる人なのでしょう。
友人であるためには何が必要なのでしょうか。親友
の条件とはいったい何なのでしょうか。

友情と信頼

友人の関係には，遊び仲間から親友に至るまで，い
ろいろな段階があるはずです。しかし，友愛や友情と
いう言葉が示しているように，いずれの段階の友人に
対してもある種の親愛の感情を抱いていることは間違

いありません。親しめない相手が友人になることはあ
りません。同性異性を問わず，友人と一緒にいればそ
れだけで楽しい。私たちは，親しみを感じる友人（た
ち）と接しているだけで，幸せと言ってよい感情に包
まれます。
しかし，親友に近い段階の関係を，親愛の感情だけ
で説明することは困難です。多くの友人をもつ人で
も，親友と呼ぶことのできる友人は限られています。
実際，友人Aには自分の弱点や秘密を話せても，友人
Ｂには話せないという経験は誰しも持っているはずで
す。その違いは何なのでしょうか。
ひと言でいえば，信頼の深さなのでしょう。Ａはそ
の人にとって信頼に足る人だからこそ，たとえ恥ずか
しいことでも，自分に不利なことでも，打ち明けるこ
とができるのです。私たちは好きになれない人を友人
に選ぼうとはしませんが，たとえ好ましい人であって
も，十分信頼に値する人でなければ，親友と見なすこ
とはないのです。

信頼と「賭け」

では，私たちは，信頼できる人かどうかをどのよう
にして判断しているのでしょうか。そもそも信頼に値

する人々とそうではない人々が存在するわけではない
でしょう。なぜなら，前述の友人Ａがこれまでの交流
の中でいくら信頼に足ることをしてきたとしても，厳
密にいえば，これからも変わらず信頼を裏切らない人
であるかどうかはわからないからです。つまり，信頼
は常に裏切られる可能性を秘めています。にもかかわ
らず，友人を信頼して，自分の弱点をその人に告白す
るのだとすれば，私たちはそのときある種の「賭け」
をしていると言ってよいでしょう。私たちは，その人
が私たちを裏切らない，というその人の「誠実さ」に
賭けているのです。
ただし，この賭けには通常の賭けとは異なったとこ
ろがあります。信頼される側に「信頼に応え」ようと
する強い気持ちを生じさせるからです。友人から秘密
を打ち明けられたとき，その秘密を漏らしてはならな
いと感じた経験をもっている人は少なくないでしょ
う。こうした信頼に特有な心理的メカニズムが，本来
もろいはずの信頼を確固たるものにしているのだと考
えられます。
このように，信頼は道徳とも結ばれています。誠実
さに欠ける人は，友情や友人から遠い人だと言わざる
をえません。誠実さだけではありません。お互いを大

事に思い合う友人同士なら，どちらかが悪への誘惑を
覚えたとき，それを叱咤し，諫めることも辞さないで
しょう。友人関係が互いを磨き合い，高め合うことに，
道徳は深く関わっているのです。

学校生活の充実

信頼に支えられた友人をもつ人生は，そうでない人
生よりもはるかに素晴らしいものになるに違いありま
せん。「刎頸の友*」の故事にあるような，心を許し合
える友人の存在がいつも憧れの対象とされてきたのは
そのためです。そうした友人と出会える機会は，もち
ろん，至るところにあるでしょう。しかし，多くの同
輩の集団の中で，ともに学び，遊び，語り合える学校
生活が，生涯の友人と出会うことができる最適な場所
のひとつであることは間違いありません。そして，そ
こで信頼に裏打ちされた友人を得ることができるな
ら，学校生活が，文字通り実り多い生活となることも
間違いないのです。

＊刎頸の友……たとえお互いのために頸を刎ねられても悔いはない
　というほどの親しい友人のこと。

ふんけい

ふんけい くび は

監修：プール学院大学　教授　越智 貢
共著：南山大学　教授　奥田太郎　　

福山平成大学　教授　上村 崇「友情，信頼」「よりよい学校生活，集団生活の充実」

てわかる！  道徳

〈 第 5 回 〉

見 
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宮崎大学
准教授　椋木香子

京都市立二条中学校
校長　澤田清人

千葉市立轟町小学校
校長　尾高正浩

子どもたちと接する中で出てくる，「こんなとき，どうする？」。
道徳教育をより輝かせるためのヒントを，先生方に教えていただきました。

「道徳と国語はどこが違うの？」

ねらいが違う

3点あると思っています

国語教育と道徳教育の違い

　私なら「登場人物の気持ちや考えを文章中から読み取る力をつけるのが国語，自分が登場人物の立場だったら
どう感じ，考えるかをクラスみんなで話し合い，いろんな考え方や対応の仕方を知って，実際に自分が同じよう
な場面に立ったときに，判断や行動の参考にするために学ぶのが道徳」と答えます。国語も道徳も「登場人物の
気持ちを考えさせる」という点では同じように見えますが，目的がまったく異なります。道徳では「この時の主
人公はどんな気持ちだっただろう」と問うても，子ども達は自分の経験をもとに，主人公の立場になって考えて
いるのです。ですから，感じる気持ちが子どもによって異なることもあります。その違いを認め共有していくこ
とが，子どもの多面的・多角的な見方・考え方の育成につながるのです。

　若い先生からよく尋ねられる質問です。私は，次の３点だと考えています。
　１つめは正解についてです。国語では，必ず問いに対する正解があり，それを文章中に求めます。一方，道徳
は思いや考えを答えることが多いので正解がないという人もいますが，深く考えた答えはすべてが正解です。２
つめは文章（教材）の読み方です。国語ではストーリーを追って読み進めるのが一般的ですが，道徳では教材全
体を感じとりながら，一点に集中して読み，深く考えます。ここが中心発問の部分です。３つめは目的です。国
語では文章を理解し楽しむことが目的なので，その文章から離れて考えることはありません。一方，道徳では道
徳的価値を態度化・行動化することが求められます。学習内容を自らの生き方に反映させることが目的です。

こんなとき，どうする？き

　結論から言えば，ねらいがそもそも違います。道徳科のねらいは，教材を通して道徳性を養うことですし，国
語科のねらいは，教材を正確に理解することにあります。つまり，道徳科で国語のような授業になってしまうの
は，文章の言葉だけを探すような授業を指しています。道徳科は文章の言葉だけでなく，登場人物に共感してい
ろいろな思いを自由に発言できる時間です。言い換えれば，文章を読むだけでなく，行間を読む時間とも言えま
す。自由に想像して発言する中で子どもたちは自分を振り返り，友達と意見を交わすことで多面的・多角的に考
え，自己の生き方について考えを深めていくのです。そのためには，わかりづらい長文の教材が不適切なのは言
うまでもありません。

今回の
テーマ
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研究のため提供しました。こうした協力もあって，順
調に飼育個体数は増え，平成17年９月に５羽のニホン
コウノトリを野生に放すことができるまでになりまし
た。その中には天王寺動物園で繁殖した２羽も含まれ
ています。そして２年後の平成19年には自然復帰した
ペアから１羽のヒナが孵化し巣立ちました。自然復帰
二世の誕生です。最後の野生個体が繁殖して以来，実
に46年ぶりの快挙でした。その後，繁殖は順調に進
み，とうとう今年の６月，野外での100羽目の繁殖に
成功したのです。
　これでニホンコウノトリが日本の空への復帰に成功
した，とはまだ断言できませんが，目途がついた感は
あります。ここに至るまで兵庫県の関係者の方々の不
断の努力があったことは間違いありませんが，同時に
動物園の協力も大いに貢献していることは胸を張って
お知らせできるのではないかと考えています。

▲抱卵中のニホンコウノトリ

　現代の動物園はさまざまな使命を
負っています。飼育している動物を
見ていただいて世界中にどんな動物
がいるか，そしてその動物がどのよ
うな環境で生活しているかを知って
いただくことも大切な仕事です。ま
た，環境破壊の結果，危機的な状態
にまでその生息数を減らしてしまっ
た動物を繁殖させ，自然に戻すこと
も大切な仕事です。その意味で今年
は日本の動物園にとって画期的な年
でした。
　ご存知の方も多いかと思います
が，ニホンコウノトリは戦前には日
本各地で普通に見られる鳥でした。
しかし戦時中，巣をかけるための松
の大木が，油を取るために次々と切り倒され，営巣場
所を失いました。戦後の食糧不足の時期には，食用に
するため殺され，復興期には，食糧増産のために使わ
れた農薬によって，エサとなる魚やカエルが激減して
しまいました。人々が生き抜くために，繁殖する場所
を奪われたうえ，狩猟の対象になり，エサまで奪われ
たニホンコウノトリは，その生息数をどんどん減らし
ていきました。
　国内最後の個体が残った豊岡市のある兵庫県では，
ニホンコウノトリを県鳥と定め，「コウノトリ飼育場」
（後の「兵庫県立コウノトリの郷公園附属飼育施設コ
ウノトリ保護増殖センター」）を建設し，自然復帰に
向けて飼育を始めました。旧ソ連から譲り受けた幼鳥
６羽もここで飼育されました。飼育場での飼育や繁殖
の成功に向け，日本各地の動物園が協力したことは言
うまでもありません。天王寺動物園では飼育方法のア
ドバイスのみならず，園で繁殖した個体を飼育繁殖の

動物園の使命

元大阪市天王寺動物園 園長　長瀬 健二郎

地球の仲間からの
メッセージ
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こころのひろば
「共に，生きる。」 ［滝川クリステル］

特集
「ローテーションＴＴ道徳授業」のすすめ［坂井親治］

見てわかる！ 道徳
「友情，信頼」
「よりよい学校生活，集団生活の充実」
［越智 貢，奥田太郎，上村 崇］

実践事例
心を揺さぶる教材との出会い
～教材「いのりの手」の実践を通して～

［市倉 尚］

仲間と考え，議論することで
深まる道徳授業の実践

［沖山篤史］

こんなとき，どうする？
道徳と国語はどこが違うの？

［尾高正浩，澤田清人，椋木香子］

地球の仲間からのメッセージ
動物園の使命  ［長瀬健二郎］

小 学 校

中 学 校

No.18

／秀学社

テーマ
「学校ぐるみで道徳を」

日文教育資料［ 道徳 ］

本資料は，「教科書発行者行動規範」に
則り，配布を許可されているものです。


